
取組方向１【「働きがい」を育むための成⾧機会の付与と成⾧の実感で、働く人のモチベーション
アップを促進】 ↓ 30,895千円

「みえの働き方改革推進企業」登録・表彰制度や「三重県働き方改革推進奨励金」を通じて、
県内企業等が多様な働き方の推進に積極的に取り組むことを促進＜雇用経済部＞

● 効果的な事業構築につなげるため、男女間の就労実態に係る調査を進める＜雇用経済部＞
調査内容:部署・部門（総務や研究、製造等）における非正規職員の割合や

職種（総務、管理、営業等）間の賃金格差等 625千円の一部

取組方向２【それぞれの自己実現、ワークライフバランスを最重視した多様な働き方の実現】
大学進学者が多い普通科高校において、生徒の県内企業に対する理解を深められるよう、
学校と企業をつなぐコーディネーターを活用した企業展や職場訪問を実施 ※再掲

9,667千円＜教育委員会＞

ｚ現 状 と 課 題 令 和 ８ 年 度 に 注 力 す る 取 組 の 方 向 性

ジェンダーギャップの解消に向けた取組について

取組方向１【ニーズに応える多様なサービスで家庭と仕事の両立実現】
次期みえ子ども・子育て応援総合補助金に「仕事と子育ての両立支援枠」を設置するとと
もに、市町の「両立支援を目的とした子どもの居場所づくり」に対する補助制度を創設

330,424千円＜子ども・福祉部＞

取組方向２【理想のライフスタイルに向けた子育て支援の充実】
中高生向け保育の魅力発信、保育士個人を対象とした相談支援、潜在保育士向けの保育
の魅力発信等による保育士確保＜子ども・福祉部＞8,190千円
地域限定保育士制度の実施＜子ども・福祉部＞ 12,408千円
次期みえ子ども・子育て応援総合補助金に「仕事と子育ての両立支援枠」を設置し、
市町独自の保育士確保の取組を後押し ※再掲 ＜子ども・福祉部＞ 330,424千円
大学生等を対象に、育児の役割分担や、結婚・子育て、生涯設計などライフデザインに
ついて若者自らが考えるワークショップを実施＜子ども・福祉部＞17,590千円

➀

取組方向１ 【固定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアスの「気づき」と「気づき
を促す仕組み」を同時に整える】

企業向け意識啓発・職場環境づくりに対して、先進的に取り組んでいる経営者と連携
したワークショップ、トップの本気宣言、好事例を水平展開するフォーラムを実施

6,158千円＜環境生活部＞
性別にとらわれない多様な進路選択に向けた若年層（高校生、大学生）とその親世代を
対象としたアンコンシャス・バイアス解消のための啓発を実施＜環境生活部＞2,846千円

取組方向２ 【固定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアスの解消に向けた行動変容
を促す具体的な仕組みづくり】

働く女性向けに、キャリアデザイン支援のための階層別連続講座「Women’s Career
Lab（仮称）」を実施するとともに、ポータルサイトにおいてロールモデルの情報を掲載

6,883千円＜環境生活部＞
理系に進学を希望する女子学生を増やすため、女性研究者による講演や県内企業等への
見学を実施＜教育委員会＞ 4,200千円
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「ジェンダーギャップ解消基本戦略」の出口戦略として、
➀事業（予算）で対応⇒ 先進的な若手経営者をロールモデルとしたプロモーションの実施や

産学官と連携した実践的な取組＜政策企画部＞5,998千円
●【戦略１～３】の取組を推進

② 条例の制定に向けた検討の実施＜政策企画部＞ 3,996千円

令和８年度当初予算額:5.7億円［前年度比12.8％増］ 参考８-２


